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一般質問（要旨）

　

九
月
二
十
八
日
に
第
二
回
県
議
会
改
革
等
調
査

検
討
会
議
（
海
野
透
座
長
）
を
開
催
し
、
県
議
会

の
活
性
化
に
つ
い
て
の
第
一
回
目
の
答
申
書
を
海

野
座
長
か
ら
田
山
議
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

答
申
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一　

議
会
基
本
条
例
制
定
の
た
め
の
検
討
（
別
の

組
織
を
設
け
て
検
討
を
行
う
）

二　

本
会
議
で
の
分
割
質
問
方
式
の
選
択
制
の
導

入
（
想
定
す
る
実
施
時
期
：
平
成
二
十
四
年
第

一
回
定
例
会
）

三　

議
長
に
よ
る
議
員
呼
称
の
「
○
○
議
員
」
へ

の
統
一
化
（
想
定
す
る
実
施
時
期
：
平
成
二
十

三
年
第
四
回
定
例
会
）

四　

常
任
委
員
会
の
名
称
、
所
管
事
項
の
あ
り
方

　

㈠　
「
環
境
商
工
委
員
会
」の
名
称
を「
防
災
環

境
商
工
委
員
会
」へ
変
更

　

㈡　
「
文
教
治
安
委
員
会
」の
名
称
を「
文
教
警

察
委
員
会
」へ
変
更

　

㈢　

企
業
局
の
所
管
を
保
健
福
祉
委
員
会
か
ら

土
木
委
員
会
へ
変
更
し
、「
土
木
委
員
会
」の

名
称
を「
土
木
企
業
委
員
会
」へ
変
更

　
　
　
（
想
定
す
る
実
施
時
期
：
平
成
二
十
三
年

第
四
回
定
例
会
で
条
例
改
正
）

五　

予
算
特
別
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像

中
継
の
実
施
（
想
定
す
る
実
施
時
期
：
平
成
二

十
四
年
第
一
回
定
例
会
）

六　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
会
派
ご
と
の
採
決

態
度
を
公
表
（
想
定
す
る
実
施
時
期
：
平
成
二

十
三
年
第
四
回
定
例
会
）

七　

費
用
弁
償
の
見
直
し
（
想
定
す
る
実
施
時

期
：
平
成
二
十
三
年
第
四
回
定
例
会
）

　
　

こ
の
う
ち
、
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ

る
分
割
質
問
方
式
、
議
員
呼
称
及
び
常
任
委
員

会
の
名
称
・
所
管
事
項
の
三
項
目
に
つ
い
て
、

十
月
四
日
に
議
長
が
議
会
運
営
委
員
会
に
提
案

し
、
平
成
二
十
三
年
第
四
回
定
例
会
か
ら
順
に

実
施
し
て
い
く
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
費
用
弁
償
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
第

四
回
定
例
会
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
中
継
及
び

各
会
派
ご
と
の
採
決
態
度
の
公
表
に
つ
い
て
も
、

実
施
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
二
回
県
議
会
改
革
等
調
査
検
討
会
議
を
開
催
し
第
一
回
目
の
答
申
を
し
ま
し
た

※【ベリー貨物】…旅客機の客室の床下部を利用した貨物輸送ことば

菅
谷
憲
一
郎
議
員
（
民
主
） 

病
院
経
営
の
根
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。
公
務
員

制
度
を
残
し
た
地
方
公
営
企

業
法
の
適
用
で
は
な
く
、
公

務
員
制
度
か
ら
脱
却
さ
せ
た
、

県
立
病
院
の
独
立
行
政
法
人

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

病
院
経
営
は
、
独
立

行
政
法
人
化
そ
の
他
経
営
形

態
の
問
題
よ
り
、
改
革
を
進

め
る
強
い
意
思
に
か
か
っ
て

い
る
。
今
後
改
革
の
達
成
状

況
を
検
証
し
、
そ
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

公
共
工
事
の
設
計
仕

様
書
に
、
使
用
資
材
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
の
仕
様
を
明
記
し
、

製
造
業
者
同
士
の
価
格
競
争

を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
茨
城
県
の
公
共

工
事
資
材
の
原
則
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長　

今
後
と
も
「
製

品
の
規
格
基
準
」
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

化
つ
い
て
は
、
可
能
な
も
の

は
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
立
病
院
の
赤
字

を
税
金
で
ま
か
な
う
必
要
性
、

入
札
制
度
の
見
直
し
な
ど
も

質
問
）

島
田
幸
三
議
員
（
自
民
）　

大
震
災
で
は
自
衛
隊
の
活
動

が
顕
著
だ
っ
た
。
国
家
的
な

危
機
管
理
の
観
点
か
ら
自
衛

隊
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
、

大
震
災
想
定
の
防
災
訓
練
を

早
急
に
行
う
べ
き
で
は
。

知
事　

意
見
交
換
や
合
同
研

修
な
ど
で
、
さ
ら
な
る
協
力

体
制
の
強
化
を
図
る
。
今
年

の
防
災
訓
練
は
内
容
の
見
直

し
な
ど
の
た
め
中
止
し
た
が
、

今
後
は
震
災
を
踏
ま
え
、
そ

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
関
係

機
関
の
協
力
の
下
、
住
民
参

加
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

茨
城
空
港
で
の
貨
物

扱
い
は
原
発
事
故
に
よ
り
輸

出
は
厳
し
い
状
況
の
た
め
、

ま
ず
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に

よ
り
実
績
を
積
み
上
げ
、
貨

物
便
の
就
航
を
目
指
す
べ
き
。

企
画
部
長　

春
秋
航
空
が
ベ

リ
ー
貨
物
※
取
扱
い
の
意
向

を
示
し
て
お
り
中
国
か
ら
の

貨
物
輸
入
の
調
整
中
で
あ
る
。

貨
物
便
実
現
の
た
め
に
は
滑

走
路
強
度
な
ど
の
制
約
は
あ

る
が
調
査
検
討
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
国
道
六
号
千
代
田

石
岡
バ
イ
パ
ス
整
備
、
青
少

年
健
全
育
成
の
た
め
の
取
り

締
ま
り
強
化
な
ど
も
質
問
）

川
口
政
弥
議
員
（
自
県
ク
）

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

取
手
競
輪
場
の
改
修
及
び

レ
ー
ス
再
開
の
見
通
し
は
。

ま
た
、
地
元
と
の
共
存
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

臨
時
的
措
置
と

し
て
レ
ー
ス
に
必
要
な
審
判

室
を
設
置
し
、
来
年
九
月
頃

に
再
開
の
見
通
し
。
改
修
全

体
は
二
十
五
年
度
ま
で
。
競

輪
場
は
市
民
イ
ベ
ン
ト
会
場

や
地
元
の
防
災
拠
点
な
ど
と

し
て
貢
献
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

県
南
地
域
で
は
比
較

的
高
い
放
射
線
量
が
測
定
さ

れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

安
全
の
確
保
と
保
護
者
の
不

安
解
消
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

教
育
長　

放
射
線
測
定
や
除

染
方
法
を
詳
細
に
示
し
た
県

独
自
の
手
引
き
を
活
用
し
、

効
果
的
な
除
染
に
向
け
市
町

村
や
学
校
に
技
術
的
な
助
言

を
行
う
ほ
か
、
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
な
ど
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
放
射
性
物
質
を
含

む
下
水
汚
泥
の
処
理
、
中
内

大
圦
線
と
取
手
東
線
の
整
備
、

取
手
駅
前
の
治
安
対
策
な
ど

も
質
問
）

宮
﨑
勇
議
員
（
自
民
）

医
師
確
保
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る

女
性
医
師
へ
の
総
合
的
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

子
育
て
中
の
女
性
医

師
の
た
め
に
短
時
間
勤
務
な

ど
を
導
入
す
る
医
療
機
関
へ

の
支
援
や
、共
に
働
く
ス
タ
ッ

フ
や
配
偶
者
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
「
女
性
医
師
応
援

ブ
ッ
ク
」
の
作
成
な
ど
、
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

梨
産
地
振
興
の
た
め

に
は
、
有
利
な
価
格
で
販
売

で
き
る
本
県
独
自
の
梨
新
品

種
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

農
林
水
産
部
長　

現
在
二
種

類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は

安
定
生
産
に
向
け
た
栽
培
技

術
の
開
発
や
、
現
地
試
験
で

の
評
価
を
取
り
ま
と
め
、
平

成
二
十
五
年
度
頃
に
は
産
地

に
導
入
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
観
光
振
興
に
向
け

た
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
関
わ
り
方
、
国
旗
・
国
歌

を
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
教

育
な
ど
も
質
問
）

県立中央病院（笠間市）航空自衛隊の消防車による原子炉冷却　写真提供：防衛省

女性医師への総合的な支援を

取手競輪場で走行体験をする小学生

県
立
病
院
を
独
立
行
政
法
人
化
す
べ
き
で
は

改
革
達
成
状
況
を
検
証
の
う
え
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

大
災
害
に
備
え
る
た
め
自
衛
隊
と
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
べ
き
で
は

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
住
民
参
加
で
実
施

取
手
競
輪
場
の
レ
ー
ス
再
開
は

平
成
二
十
四
年
九
月
の
見
通
し

女
性
医
師
へ
の
総
合
的
な
支
援
は

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
注
力


